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							ダイニングテーブルが大切にしているのは、自宅敷地内の空間づくりに大いに役立つという点です。基本はリビングかキッチンに設置をするダイニングテーブルですが、和室に設けるのはアンバランスになるので避けないといけません。色んなショップでモデルを用意しながら展示販売をされているので、その参考を目にすることも大切です。さらに日本のような高温多湿になる土地だと、杉の木を材料にしているダイニングテーブルがおすすめです。
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							ダイニングテーブルの歴史はエジプト時代から

							ダイニングテーブルの歴史は非常に古く、エジプト時代から始まります。エジプトでは紀元前3000年頃からすでにテーブルが使用されていました。当初、これらのテーブルは石製で、主に祭壇や神聖な儀式に使用されました。エジプトのテーブルは装飾的で彫刻が施されており、贅沢な食事や儀式に使用されました。
古代ギリシャと古代ローマでは、ダイニングテーブルが一般的になり、特に上流階級の家庭で使用されました。これらのテーブルは木製で、多くは折りたたみ式で、必要な場合にはしまうことができました。古代ギリシャでは、シンポジウムと呼ばれる食事会が行われ、テーブルは酒や料理を提供するために重要な役割を果たしました。
中世ヨーロッパでは、テーブルはより粗末な材料で作られ、石製のものも一部使用されました。ダイニングテーブルは、騎士や貴族の宴会で使用され、宴会の中心となりました。
近代になるとダイニングテーブルはさまざまなデザインやスタイルで登場しました。18世紀には装飾的な彫刻や細工が施されたテーブルが一般的で、19世紀にはヴィクトリア朝のテーブルが流行しました。
現代では家庭やレストランでの食事を楽しむための必須アイテムとして、さまざまなスタイルや材料で提供されています。エジプト時代からの歴史を経て、文化やデザインの進化とともに発展し日常生活に欠かせないものとなりました。

							

							ダイニングテーブルの基本的な構造

							ダイニングテーブルは、家庭やレストランなどで食事を楽しむために使用される家具の一つです。その基本的な構造は天板、幕板、そして反り止めから成り立っています。
まず、ダイニングテーブルの中心となる部分は天板です。天板は通常、食事を載せるための平らな表面であり、木材、ガラス、プラスチックなどさまざまな素材で作られています。天板の形状やサイズは、テーブル全体のデザインや用途に合わせて選ばれます。円形や長方形、正方形など、様々な形状があります。
天板の下には幕板が取り付けられています。幕板はテーブルの安定性を高めるために重要な役割を果たします。また、幕板はテーブルの脚と結びついているため、テーブル全体の構造に一体感をもたらします。幕板は通常、天板と同じ素材で作られ、デザインに合わせて装飾されることもあります。
そして、ダイニングテーブルの安定性をさらに向上させるために反り止めが使用されます。反り止めはテーブルの脚部分に取り付けられ、テーブルが不安定になることを防ぎます。特に大きな天板を持つテーブルでは、反り止めが欠かせない要素となります。反り止めは金属製やプラスチック製で、テーブルの脚にしっかりと取り付けられています。
ダイニングテーブルは家庭や飲食店で食事を楽しむだけでなく、家族や友人とのコミュニケーションを図る場所としても重要な役割を果たしています。

							

							ダイニングテーブルの無垢と塗装の違い

							ダイニングテーブルは家具の素材と仕上げにおいて重要な違いがあります。まず無垢のダイニングテーブルは、一つの木から削り出されるため、木目や色合いが均一で美しい特徴があります。これは木自体の自然な美しさを引き立て、部屋に温かみと風格をもたらします。年月が経つにつれて経年変化が現れ、木材が独自のパーソナリティを持つことがあります。しかし木は傷つきやすく保護が必要です。
一方塗装はテーブルの表面に塗料や仕上げ材を塗るプロセスです。これにより木材は保護され、傷や汚れから守られます。塗装はテーブルの外観をカスタマイズする機会でもあり、異なる色や仕上げ効果を選択することができます。ただし、塗装は木材の質感や美しさを一部隠すことがあり自然な外観を持つ無垢の木とは異なります。
選択肢の決定は個人の好みに依存します。自然な魅力を持ち経年変化が楽しめますが、保護が必要であり価格も高いことがあります。塗装はテーブルを保護し、カスタマイズの余地がありますが、木材の本来の美しさを隠すことがあります。どちらを選ぶかはインテリアのスタイルや使用目的に合わせて検討すべきです。

							

							ダイニングテーブルを選ぶ時の注意点

							ダイニングテーブルを選ぶ際に大切な注意点がたくさんあります。まず、サイズが一番重要です。部屋の大きさに合ったテーブルを選ばないと、スペースが狭かったり広すぎたりすることがあります。周りにどれだけの椅子を配置できるかも考慮することが重要です。

次に、形状は四角形や長方形、丸形などさまざまなタイプがあります。家族の人数や使用用途に応じて選ぶことが大切です。丸形のコミュニケーションを活発にする一方、長方形は配置の自由度が高いです。

そして、使用されている素材も考える必要があります。木製のは温かみがあり耐久性がありますが、メンテナンスが必要です。ガラスはモダンで洗練された印象を与えますが、傷がつきやすいので注意が必要です。また、脚のデザインも見逃せないポイントです。脚が広いものは安定感がありますが、一本足ものは足元が広く使えて便利です。

最後に、高価なダイニングテーブルは素晴らしいですが予算に合った選択をすることも大切です。予算内で最高の品質を求めるために、いくつかの選択肢を比較検討することも大事です。

                            
                            

					ダイニングテーブルがぐらつく時の解決方法

					ダイニングテーブルがぐらつくと、食事を楽しむのが難しくなります。しかし、この問題は比較的簡単に解決できることが多いです。まず最初に考えるべきことは、ぐらつきの原因を特定することです。

一般的な原因はテーブルの脚が不均一であること、床が平らでないこと、またはテーブル自体の組み立て不良です。次に、不均一な床に置かれている場合、床自体の傾き修正して、必要に応じてテーブルの脚を再調整することでこの問題を解決できます。

最後に、テーブルの組み立て段階に問題がある場合は部品を確認し、必要ならば補強することが大切です。ネジを締め直したり交換したり補強材を追加するなどの方法で、安定性を回復させることができます。

ダイニングテーブルのぐらつきは煩わしいことですが、適切に対処すれば一般的な家庭でも比較的簡単に解決することができます。問題の原因を特定し、必要な修理を行うことで、安心して食事を楽しむことができるようになります。

					

					ダイニングテーブルの一人分のスペース

					結論から言えばダイニングテーブルの天板における一人あたりのスペースは横幅60〜70センチで、奥行きは40〜50センチとなります。この横幅は椅子に座ってテーブルにつき、天板に肘をついた際に余裕があるかどうかの目安の数値です。成人男性であれば、もう少し幅が必要な場合もあるためあくまで平均的なものと考えてください。一方で奥行きに関しては、手を伸ばして届く範囲がこの程度というのが根拠となっています。50cm以上離れている場合、一度席を立って物を取る羽目になるからです。反対にこれより狭くすると、一人分のお皿・メニューを置くのが難しくなり窮屈になってしまうでしょう。
試しに4人用のダイニングテーブルを見てみると、横幅は120〜135cmで奥行き75〜80cmは必要です。いずれもダイニングテーブルの定番の規格であり、こたつの大きなサイズを見ても同じ規格のものが存在します。この数値を目安に、実際に家族で店舗に出かけてテーブルに掛けてみることをおすすめします。

					

					ダイニングテーブルに熱いものを置く時の対策

					ダイニングテーブルに熱いものを置く際には、注意が必要です。これを行う際に考慮すべきいくつかの対策があります。まず熱い鍋や皿を置く前に、ダイニングテーブルの表面を確認します。木製のテーブルの場合、熱さに弱いため、直接置かないようにしましょう。代わりに断熱材を使ったコースターやクロス、または熱に強いトリベットを使用してください。ガラスや石製のテーブルの場合は、熱に対して比較的耐性があるため直接置いても大丈夫ですが、それでも保護のためにコースターを使用することをおすすめします。
次に熱いものを置く際には注意して動作します。急いで鍋や皿をテーブルに置くとテーブルに傷がついたり、食材がこぼれる可能性があります。ゆっくりとそして安定した動きで置くよう心がけましょう。さらにテーブルの仕上げに注意しましょう。テーブルが塗装されている場合、熱さに弱いことがあります。熱いものを置く前に、テーブルの仕上げについて調べ、特別な対策が必要かどうか確認します。塗装が傷ついた場合、修復が難しいことがあります。
最後に熱いものを置く際には、周囲の安全にも気を付けます。特に子供やペットがいる場合、熱いものを取り扱う際には十分な注意が必要です。子供やペットがテーブルに触れないように、安全な場所に保管するか、注意深く監視しましょう。

					

					ダイニングテーブルが傷ついてしまったら

					ダイニングテーブルが傷ついてしまった場合、それは心地よい家庭環境を維持する上での課題となります。傷は何らかの事故や日常の使用によって傷つくことがありますが、その対処方法は慎重に選ばなければなりません。
まず傷の深さと広がりを評価します。小さな傷であれば、軽い研磨剤や木製家具用のリペアキットを使用して修復することができるかもしれません。ただし、深刻な傷や欠けた部分がある場合は、専門家に相談することが賢明です。彼らはプロの技術と知識を持っており、ダイニングテーブルを元の状態に修復できます。
傷を予防するためにいくつかの注意が必要です。まず、テーブルの上に敷くテーブルクロスやテーブルマットを使用することで、表面を保護することができます。熱い鍋や鍋底からの熱を直接置かないように気をつけ、カッティングボードを使用して切り物をする際にも注意が必要です。食器の下にコースターや敷物を敷くことで、傷つきやすい木製テーブルを保護することができます。
定期的なお手入れも大切です。木製テーブルは定期的な拭き掃除と木材用の保護剤の使用が必要です。これにより表面の輝きを保ち、傷を予防するのに役立ちます。

					

					ダイニングテーブルとイスのコーディネートのコツ

					自分でダイニングテーブルとイスをコーディネートすれば、より室内の雰囲気や好みに合うものを選ぶことができます。デザインが異なることで、よりおしゃれで機能的になります。
コーディネートには、まずダイニングテーブルとイスの高さのバランスを考えることが大切です。一般的にはテーブルの天板よりも30センチほど低いものが適し、座ったときに手や足が疲れにくくなります。テーブルの下に収まり、十分な通路幅がとれるかも確認しましょう。
コーディネートのコツは、ナチュラルや和風など、好みのテイストに合わせて素材の色や形などを選ぶことです。ダイニングテーブルとイスの脚の部分のデザインを揃えると、異なるイスでも統一感が出ます。
ダイニングと隣り合う空間に、どんなものが置かれているかに注目することも重要です。隣り合うリビングにソファがあれば、イスの座面の色をソファの張地の色と同じ色にすることで、室内の空間の雰囲気を合わせることができます。
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									著者：木原伸治

									埼玉県川口市生まれ。
家具メーカーで5年間勤務した後、現在は独立してフリーランスとして活動しながらダイニングテーブルの選び方について発信しています。
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